
４回生 選択科目「音楽Ⅰ」授業のシラバス 
教科名 芸術 科目名 音楽Ⅰ 単位数 ２ 単位 

科目の 
目標 

○音楽の幅広い活動を通して、音楽を愛好する心情を育てる。 
○音楽の幅広い活動を通して、個性豊かな表現の能力と主体的な鑑賞の能力を育てる。 

○音楽の幅広い活動を通して、豊かな感性と情操を育てる。 
○音楽の幅広い活動を通して、音楽文化を尊重する態度を育てる。 

教科書 高校音楽Ⅰ「MOUSA１」 副教材 Music Navigation（音楽史・楽典・ノート） 

 
１ 学習の目標 

○音楽の幅広い活動を通して、感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を養い、音楽を愛好する心情を身に付ける。 
 
２ 学習の方法 

（１）予習について 
○基本的には必要ありません。 

（２）授業について 

○教科書・Music Navigatuon・アルトリコーダーの３点を使用します。 
（３）復習について 

○基本的には必要ありません。 

 

〈学習アドバイス〉 

○音楽に親しみ、音楽を進んで表現したり、鑑賞したりしよう。気付いたことは積極的にメモをしましょう。 
○音や音楽のよさや美しさを感じ取って音楽活動に生かそう。 
○自分のイメージをもって表現しよう。 

○多様な音楽のよさや美しさを味わおう。 

 
３ 評価について 
（１）評価の観点 

観 点 趣 旨 

①知識・技能 音楽の基礎的な知識・技能を身に付けている姿を評価します。 

②思考・判断・表現 
音や音楽のよさや美しさを感じ取り、それらを音楽活動の中で創意工夫し、自己のイメージをもって創造的に表現
している姿を評価します。 

③主体的に学習に取
り組む態度 

音楽に親しみ、音楽を進んで表現し、鑑賞しようとする姿を評価します。 

 
（２）評価の方法（以下観点①～③は「（１）評価の観点」と対応する） 

評価材料  
観点 

定期 
考査 

単元 
ﾃｽﾄ 

小 
ﾃｽﾄ 

実技 
実習 

発言
発表 

作品 
レポ 
―ト 

ﾉｰﾄ 
ワーク
シート 

討議    
 

①知識・技能 ◎        ○      

②思考・判断・表現    ◎ ○          

③主体的に学習に取り組む態度     ○    ○      

 

〈担当者からのメッセージ〉 

○学習の基本は授業です。予習や復習は特に必要ありませんので、授業を積極的に受けるよう心がけて下さい。表現活動では、大きな声で 
歌ったり、演奏したり楽しく活動しましょう。 

■本校で目指す生徒像と身につける資質・能力 

高い知性 豊かな人間性 健康な心身 郷土愛と国際性 

探求心 情報活用力 調整力 

自律心 寛容さ 感受性 
生命尊 

重の心 

強くし

なやか

な心身 

日本人

として

の誇り 

多様性 

の尊重 
関心 

・意欲 

問題 

発見力 

情報 

収集力 

論理的 

思考力 

共感的 

態度 

意見交換 

・調整力 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ 
課題に関

心を持ち、

問題発見・

解決へ向

けて意欲

的に取り

組むこと

ができる。 

生じてい

る問題や

今後生じ

うる問題

について

理解し、解

決方法を

提案する

ことがで

きる。 

多様な視

点から必

要な情報

を収集し、

整理・分析

して、意見

に結びつ

けること

ができる 

事象や関

係を把握

し、多様な

情報を整

理・分析

し、論理的

に思考す

ることが

できる 

相手の感

情、思考、

行動を理

解し、共感

を示すこ

とができ

る。 

他者の主

張を理解

し、自分の

主張と調

整し、互い

に納得で

きる結論

を得るこ

とができ

る。 

強い意志

をもち、周

囲に流さ

れること

なく、困難

に立ち向

かうこと

ができる。 

異なる価

値観や多

様な特質

を理解し、

尊重しな

がら、互い

を高め合

うことが

できる。 

有形無形

の美や自

然に対し、

その価値

を素直に

受け止め

ることが

できる。 

命の尊さ

と健康の

大切さを

理解し、何

より自他

の生命を

尊重する

ことがで

きる。 

困難に負

けない強

い心と体

をもち、あ

らゆる課

題に対し

て柔軟な

対応がで

きる。 

郷土に対

する深い

理解と愛

着をもち、

日本のよ

さを伝え

ることが

できる。 

世界の多

様性を理

解し、多面

的・多角的

な視野か

ら他者と

接するこ

とができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 授業計画   ※【知識・技能】→①、【思考・判断・表現】→②、【主体的に学習に取り組む態度】→③ 

月 単元 学習内容 評価の観点 考査等 資質・能力 
４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
６ 
 
 
 
 
７ 
 
 
８ 
 
 
 
 
９ 
 
 
１
０ 
 
 
 
 
 
 
 
１
１ 
 
 
１
２ 
 
 
 
１ 
 
 
 
２ 
 
 
 
３ 
 
 

☆オリエンテーション（１） 
 
☆合唱・歌唱（９） 
「少年時代」 
「夢見たものは」 
「OH HAPPY DAY」 
「カーロミオベン」 
ノート・楽典 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆鑑賞（２０） 
バレエ「白鳥の湖」 
 
 
 
ミュージカル「オペラ座の怪人」 
 
 
モーツァルト「アマデウス」 
 
 
 
 
ゴスペル「天使にラブソングを」 
 
 
☆和楽器（１０） 
「さくら変奏曲」 
「六段の調べ」 
 
 
 
 
 
 
☆ギター（１０） 
「翼をください」 
「なごり雪」 
 
☆リコーダー（１０） 
「アヴェマリア」 
「見上げてごらん夜の星を」 
「caffee」 
「alleluia」 
「NowIsTheMonthOfMaying」 
 
☆アンサンブル（１０） 
「プリマスロック」 
「木星」 
「サザエさん」 
「自由曲」 
 

授業の内容・到達度の確認 
 
歌詞及び曲想の把握 
表現の工夫音楽要素の理解 
基礎的な歌唱、音楽要素の理解 
自分のパートのリズム、旋律の理解 
響く声を作り上げる練習 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バレエ音楽の理解 
バレエ、ミュージカル、映 
画音楽の表現の理解 
 
 
 
 
 
西洋文化の理解 
西洋音楽の特徴の理解 
ヨーロッパの音楽の文化背景についての
考察 
 
 
 
 
日本文化の理解 
日本文化の理解 
琴の構造の理解 
調弦の理解 
奏法の理解西洋文化の理解 
基本的な器楽の技能の練習 
 
 
 
ギターのチューニングや基本奏法の理解 
音階やコードネームの理解 
 
 
リコーダー奏法の理解 
 
 
 
 
 
 
表現の工夫 
リコーダー、打楽器、ギター、鍵盤楽器
など多様な楽器に触れる 
 

 
 
①歌詞の内容を理解し、唱法の工夫をし
ている。各表現教材を意欲的に表現しよ
うとしている。 
③音楽用語を理解している。 
①合唱活動に積極的に参加し、歌い合わ
せる喜びを体験しようとしている。 
②歌詞の内容を感じ取り、イメージを持
って歌っている。 
②各歌唱曲でそれぞれの国の歌の特徴を
とらえて表現している。 
③各歌唱曲を豊かに表現する発声の多様
性を感じ取り、歌詞の内容や音楽の要素
を理解し、原語で歌っている。 
 
③④ロシアの主な作曲家と作品について
理解し、各楽曲の背景にある文化や社会
の状況を把握しながら楽曲を聴き取って
いる。 
 
②④アメリカの音楽に関心を持ち、特徴
を理解しようとしている。 
 
②④ヨーロッパの音楽に関心を持ち、特
徴を 理解しようとしている。 
 
 
 
②④アメリカの音楽に関心を持ち、特徴
を理解しようとしている。 
 
①琴を演奏する奏法を身に付ける工夫を
しようとしている。 
②琴の音色に耳を傾け、美しく表現して
いる。 
③琴の奏法を身に付け、美しく演奏して
いる 
③④日本の音楽に関心を持ち、特徴を理
解しようとしている。 
 
②ギターの基本的な奏法の技能を覚え、
コードで演奏している。 
 
 
②③アルトリコーダーの音色や旋律の美
しさを感じ取って表現している。 
②③楽器の特性を理解し表現している。
基本的な奏法の技能や運指を理解し、曲
を演奏している。 
 
 
①②③音楽を愛好し、仲間と協力して、意
欲的主体的に音楽活動を行おうとしてい
る。 
③リズム、歌詞、音程を正確に表現してい
る。 
基本的な奏法の技能や運指を理解し、曲
を演奏している。  
②楽器の特性やの声部の役割を理解し表
現している。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 学期中間考査 
歌唱、楽典 
 
バレエ 
レポート提出 
 
 
ミュージカル 
レポート提出 
 
 
西洋音楽史 
レポート提出 
 
 
1 学期期末考査 
鑑賞 
楽典、西洋音楽史 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 学期中間考査 
琴 
楽典、日本音楽史 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 学期期末考査 
ギター、リコーダ
ー 
楽典、西洋音楽史 
 

ABFGM 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
BCDI 
 
 
 
 
DJKM 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ABCG 
 
 
 
 
 
 
 
 
ABCG 
 
 
 
ABCH 
 
 
 
 
 
 
BCDEK 
 
 

 
 


